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第 10 章  調査の記録 
 
 

1  日程・訪問地 
 
 
2003 年 8 月 6 日（水） 

日 程  JR 函館駅（13：00）→徒歩・車など→ 函館市役所（13：30～15：00）→市電・

車など→ 函館市青少年研修センター校（泊） 
  訪問先  函館市役所  〒046-8666 函館市東雲町 4-13 

備 前  悟 氏（参事、国際水産・海洋都市構想 高等教育機関担当課長） 
藤田 秀樹 氏（主査、国際水産・海洋都市構想 高等教育機関担当） 

  参加者  姉崎・光本・石山・伊藤・上田敦・上田理・大嶋・金澤・川瀬・染木・ 
滝ヶ平・星 

 
8 月 7 日（木） 

日 程  函館市青少年研修センター →車→ 公立はこだて未来大学（10：30～12：30）
→車→ 北海道大学水産学部・水産科学研究科（13：30～16：30）→車→函

館市青少年研修センター校（泊） 
訪問先  公立はこだて未来大学  〒041-8655 函館市亀田中野町 116-2 

田島 基義 氏（函館圏公立大学広域連合事務局長） 
岡﨑 広久 氏（同総務課総務係長） 
西谷 康紫 氏（同教務課教務係長） 
市川 博一 氏（同教務課学生係長） 

       北海道大学水産科学研究科・水産学部  〒041-8611 函館市港町 3-1-1 
山内 晧平 氏（北海道大学水産科学研究科長） 
猪上 徳雄 氏（北海道大学水産科学研究科教授） 
廣吉 勝治 氏（北海道大学水産科学研究科教授） 
宮澤 晴彦 氏（北海道大学水産科学研究科助教授） 

参加者  姉崎・光本・石山・伊藤・上田敦・上田理・大嶋・金澤・川瀬・佐々木・ 
染木・滝ヶ平・星 

 
8 月 8 日（金） 
  日 程  函館市青少年研修センター →車・市電など→ ロシア極東国立総合大学函館

校（10：00～11：30）・財団法人北海道国際交流センター→車・市電など→ 北海

道教育大学函館校（15：00～16：30）→車など→ JR 函館駅 
  訪問先  ロシア極東国立総合大学  〒040-0054 函館市元町 14-1 
        大渡 涼子 氏（ロシア極東国立総合大学函館校事務局） 

北海道教育大学函館校  〒040-8567 函館市八幡町 1-2 
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高橋 伸幸 氏（北海道教育大学教授） 
参加者  姉崎・光本・石山・伊藤・上田敦・上田理・大嶋・金澤・川瀬・佐々木・ 

染木・滝ヶ平・星 
 
11 月 20 日（木） 

日 程  北海道大学 → 北星学園大学（15：20～17：00） 
訪問先  北星学園大学  〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西 2-3-1 

        米本 秀仁 氏（北星学園大学社会福祉学部教授） 
佐野 和真 氏（北星学園大学教務事務部長） 

参加者  姉崎・光本・石山・伊藤・稲田・上田敦・染木・藤田・村上・星 
 
12 月 3 日（水） 

日 程  JR 函館駅 → 函館大学（13：00～15：00） → 七飯町（泊） 
訪問先  函館大学  〒042-0955 函館市高丘町 51-1 

小笠原 愈 氏（函館大学長） 
     北海道新聞社函館支社  〒040-0001 函館市五稜郭町 31-3 

田中瑠衣子 氏（北海道新聞記者） 
  参加者  姉崎・光本・染木・高橋・星 
 
12 月 4 日（木） 

 日 程  七飯町 → 北海道開発局函館開発建設部（11：00～12：00） → 北海道 
教育大学大学函館校（13：00～15：00） → JR 函館駅 

訪問先  北海道開発局函館開発建設部  〒040-8501 函館市大川町 1-27 
      笹島 隆彦 氏（北海道開発局函館開発建設部次長） 

北海道教育大学函館校  〒040-8567 函館市八幡町 1-2 
大 坂  治 氏（北海道教育大学函館校分校主事・教授） 
徳永 好治 氏（同教授） 
高木 重俊 氏（同教授） 
木村健一郎 氏（同教授）        

  参加者  姉崎・光本・佐々木・染木・星 
 
12 月 5 日（金） 
  訪問先  エンレイソウ（北海道大学ファカルティハウス、13：30～14：30） 

   長 野  章 氏（公立はこだて未来大学教授、函館市国際水産・海洋都市構想 
        推進協議会産学連携部会長） 

参加者  姉崎・光本・高橋・星（古屋温美氏（㈲マリンプランニング代表取締役）が 
       同席） 
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2  文献リスト 
 
 
(1) 国際水産・海洋都市構想、関連施策 

 今野亨・山本真也・秋元裕志「美しい夜景に隠された市街地拡大と中心市街地衰

退への対応」中出文平・地方都市研究会編著『中心市街地再生と持続可能なまち

づくり』学芸出版社、2003 年 11 月 
 「道内で認定された構造改革特区（第 2 回認定）」北海道産業政策推進室資料、2003

年 8 月 29 日認定 
 函館市・函館海洋科学創成研究会『函館国際水産・海洋都市構想』2003 年 
 嵯峨直恒「ナポリ・ハコダテ・ウッズホール：国際水産海洋都市を目指す街函館」、

『Littera Populi』（北海道大学広報誌）第 15 号、2003 年 
 山下成治「国際海洋都市 The 函館」北大水産学部公開講座、2003 年 6 月 21 日

開催 
 北海道開発局函館開発建設部・財団法人漁港漁村建設技術研究所『道南地域にお

ける海洋・水産を核とした地域振興方策検討業務報告書』、2003 年 3 月 
 長野 章「公立はこだて未来大学の共同研究センターに関するアンケート」・長野

章「IT 情報化技術と産学連携で進める函館国際水産・海洋都市構想」（プレゼンテ

ーション用資料）、2003 年 11 月 11 日 
 長野 章「函館圏産官学ネットワーク形成に向けた活動と共同研究センター効果の

数量的評価」（平成 15 年度ノーステック財団研究開発助成事業申込書）、2002 年 
 福島町・漁港漁場漁村技術研究所・公立はこだて未来大学「水産物トレーサビリ

ティ実証システム」、2003 年 11 月 26 日 
 国土交通省第 8 回基本政策部会『国土・地域・都市圏構造を強化し支援するため

のモビリテイの確保』、2002 年 6 月 24 日   
 函館市人づくり・まちづくり事業「市民自主研修支援補助金」および「まちづく

り活動支援補助金」の採択事業一覧 平成 12-14 年度資料 
 函館市『都市構造再編型：北海道函館市西部・中央地区』平成 13 年度調査、2001

年 
 「平成 13 年度地域振興フォーラム企画立案書」「平成 13 年度地域振興フォーラム

開催要項」2001 年 11 月 26 日開催 
 青函インターブロック構想推進協議会「青函交流・連携プラン―新青函インター

ブロック交流圏構想」、2001 年 
 渡島地域活性化戦略会議「渡島地域活性化戦略会議検討結果報告書」（函館市、上

磯町、大野町、七飯町、戸井町パターン）、2000 年 12 月 
 日本政策投資銀行地域企画部調査役 藻谷浩介「これからの函館の中心市街地にで

きること－全国のにぎわい創出事例に学ぶ、行動のヒント」、2000 年 5 月 24 日 
 北海道「北海道職業能力開発計画」（第 7 次、平成 13-17 年）北海道経済部人材育成

課、2000 年 
 「北海道発『21 世紀の昆布産業の形成』について」北海道極東研究学会、2000
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年 8 月（http://www.asahi-net.or.jp/~DU7K-MCZK/） 
 「テクノポリス、頭脳立地計画変更承認」北海道経済産業局、1998 年 6 月 23 日 

 
(2) 函館地域の高等教育・文化・産業 

 函館市企画部広報課『2002 HAKODATE 函館市勢要覧』函館市、2002 年 9 月 
 函館市史編さん室編『函館市史』（通説編第 4 巻）函館市、2002 年 
 函館市史編さん室編『函館市史』（通説編第 3 巻）函館市、1997 年 
 函館圏行政連絡協議会編『新函館圏総合計画』函館市、1987 年 2 月 
 国立大学北海道誘致促進期成会『昭和 61 年度 国立大学北海道誘致促進期成会総

会議案』、1986 年 
 国立大学北海道誘致促進期成会『国立大学北海道誘致促進期成会関係資料』（国立

大学北海道誘致促進期成会設立趣意書、同規約、同名簿） 
 函館圏行政連絡協議会編『函館圏総合計画』函館市、1977 年 3 月 
 函館市『函館圏総合開発基本計画書』函館市、1970 年 6 月 
 北海道『北海道開発計画』、1977 年 7 月 
 北海道『第 3 期北海道総合開発計画―生産と生活が調和する豊かな地域社会の建

設―』北海道、1970 年 1 月 
 『第 2 期北海道総合開発計画』、1962 年 7 月 10 日閣議決定 
 北海道『第 2 期北海道総合開発計画』北海道、1962 年 2 月 
 北海道『北海道総合開発第一次計画書』北海道、1951 年 2 月 
 奥田 仁『地域経済発展と労働市場―転換期の地域と北海道』日本経済評論社、

2001 年 
 多紀保彦編『世界の中の日本漁業』成山堂書店、1993 年 
 「渡島地区卒業者の進路状況」北海道教育委員会渡島教育局 
 山崎長吉『北海道教育史 昭和編』、北海道新聞社、1981 年 
 斉藤虎之助『郷土読本函館ドック五十年の回顧』道南の歴史研究協議会、1980 年 
 総合研究開発機構『生活圏中心都市の人口吸引力―北海道の人口流出地域と地方

都市』、1979 年 
 毎日新聞・エコノミスト誌記者『ドキュメント函館ドック―亀は陸を走れるか』

太陽、1979 年 
 三島康雄『北洋漁業の経営史的研究』ミネルヴァ書房、1972 年 
 日魯漁業株式会社編『日魯漁業経営史』水産社、1971 年 

 
 (3) 北海道大学水産科学研究科・水産学部 

 北海道大学『21 世紀の大いなる展開に向けて～研究主導型大学としての展開を求

めて～』（北海道大学年次報告書）、2003 年 3 月 
 北海道大学水産学部点検評価委員会編『自己点検評価報告書 : 北海道大学水産学

部の現状と課題』、1998 年 
 北海道大学水産学部点検評価委員会編『自己点検評価報告書 : 北海道大学水産学

部の現状と課題』、1996 年 
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 北海道大学水産学部点検評価委員会編『自己点検評価報告書 : 北海道大学水産学

部の現状と課題』、1994 年 
 北大水産学部七十五年史出版専門委員会『北大水産学部七十五年史』北海道大学

水産学部、1982 年 9 月 
 『北大百年史 通説』、北海道大学、1982 年 7 月 
 『北大百年史 部局史』、北海道大学、1980 年 10 月 

 
(4) 北海道教育大学函館校 

 『大学案内 2003』、北海道教育大学、2003 年 
 北海道教育大学函館校’00 サマースクール in 函館実行委員会編・木村健一郎監修

『ひろがれ！サマースクール ’00 サマースクール in 函館 実施報告書』（平成 12
年度北海道教育大学函館校「フレンドシップ事業」実施報告書）、2001 年 3 月 

 『北海道教育大学五十年史』、北海道教育大学、1999 年 11 月 
 『北の教育と文化の活性化のために―北海道教育大学自己点検・評価報告書第 2

集―』、1997 年 5 月 
 北海道教育大学函館校自己評価委員会『北海道教育大学函館校自己点検・評価報

告書（平成 7 年度）』、1996 年 3 月 
 北海道教育大学函館校自己評価委員会『北海道教育大学函館校自己点検・評価報

告書（平成 6 年度）』、1995 年 3 月 
 北海道教育大学函館校自己評価委員会『北海道教育大学函館校自己点検・評価報

告書（平成 5 年度）』、1994 年 3 月 
 北海道教育大学函館校『北海道教育大学教育学部函館校 創立 80 周年開学 45 周年

記念要覧』北海道教育大学函館校、1994 年 6 月 
 『開学三十年』、北海道教育大学、1980 年 3 月 
 北海道教育大学函館分校創立六十年史編纂委員会編『北海道教育大学函館分校創

立六十年史』、北海道教育大学函館分校、1975 年 12 月 
 茂木元治編『創立三十五年史』、函館師範学校、1936 年 11 月 

 
(5) 公立はこだて未来大学・財団法人南北海道学術振興財団・函館圏公立大学広域連合 

 公立はこだて未来大学『学生便覧 Student Guide 2003』、2003 年 
 公立はこだて未来大学『講義要項 SYLLABUS 2003』、2003 年 
 公立はこだて未来大学『公立はこだて未来大学大学院講義要項 2003 Syllabus 

Graduate school Future University-Hakodate』、2003 年 
 「財団法人南北海道学術振興財団ニュース」第 4 号、2003 年 12 月 
 「財団法人南北海道学術振興財団ニュース」第 3 号、2003 年 12 月 
 公立大学はこだて未来大学『公立はこだて未来大学自己点検・評価報告書 平成

15 年 3 月』2003 年 3 月 
 公立大学はこだて未来大学『君の(i)を、探そう』（大学案内 2004）、2003 年 
 公立大学はこだて未来大学『2004 大学院案内』、2003 年 
 公立大学はこだて未来大学『求人のための大学案内』 
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 「公立大学はこだて未来大学について」（事務局作成資料） 
 （旧）函館圏湧源教育構想推進会編『湧源―新大学実現推進の歩み―』、2002 年

2 月 
 財団法人南北海道学術振興財団寄付行為」、1998 年 11 月 2 日北海道教育委員会許

可 
 函館圏公立大学広域連合『（仮称）函館公立大学基本計画』、1997 年 11 月 
 日本開発構想研究所『（仮称）函館公立大学実施計画策定調査報告書』、1998 年 3

月 
 日本開発構想研究所『函館市設置基本調査報告書（概要版）』、1996 年 3 月 

 
(6) 函館大学 

 函館大学『HAKODATE UNIVERSITY 2004 GUIDE』、2003 年 
 函館大学『HAKODATE UNIVERSITY 2004 LIFE STYLE』、2003 年 
 函館大学広報誌編集事務局『ぽるとさぴえ』（函館大学広報誌 Vol.16）函館大学、2003

年 6 月 
 函館大学自己点検・評価委員会『函館大学発展のために―現状と展望―』（自己

点検評価報告書 第 2 号）、2002 年 12 月 
 
(7) ロシア極東国立総合大学函館校・北海道国際交流センター 

 ロシア極東国立総合大学函館校『学校案内』、2003 年 
（http://www/fesu.ac.jp/report/36-p1.html） 

 ロシア極東国立総合大学函館校『関連新聞記事（2002 年 4 月～2003 年 3 月）』 
 ロシア極東国立総合大学函館校『関連新聞記事（2001 年 4 月～2002 年 3 月）』 
 国際的な大学の質保証に関する調査研究協力者会議「大学等の国際的な展開に関

する質保証について：国際展開 WG からの報告」、2003 年 11 月 10 日開催資料

（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/024/siryou/04010802/006） 
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